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鉱床生成期と天山地方地質発達史におけるその位置
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　　アトラス山地摺曲区（F，n．JleOHOB）

　　赤道アフリカと南アフリカ，マダガスカル
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　　　　先カンブリア紀後期卓状地内摺曲帯と凹地被覆堆積層（H・A・Bo凪KO）カルー，コンゴー・オ
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　3）　販。願。A6P総Mo駐盟町・B・B・rpy3我（顎972）：「Φa双Ha五bHo一ΦopMa皿HoHHb【負aHaπM3MarMaT一

四eCKHX　KOMH肥KCOB（マグマ　コンプレックスの相フォーメイション解析）」，ネードラ出版所レニン
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　　　　　アルカリハイパーベーサイト岩系岩石の岩石化学的特徴　　アルカリベーサイト岩系マグ
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1．堆積岩石学的鉱床規制要素（A．B．OPπOBa）

　L　序論
　2・堆積岩石学的要素とその鉱床生成分布上の意義

　3・鉱床の層位規制

　4・鉱床の堆積相規制

　5・堆積層系と火山源堆積層系の鉱床賦存可能性の規準

　6・方法論の提起

n．構造的鉱床規制要素（H．H．TOMcoH）

　1・鉱床の分布を規制する構造的要素のタイプ

　2・鉱床の拡がり規制の主な規則性

　3・鉱床・マグマ作用・構造発達期の時間的関係

　4・鉱床規制構造研究に当たってのフォーメイション解析

　5・鉱床と各タイプの構造との関係の規準

　6・鉱床生成区の構造の研究

　7・鉱床生成節と鉱床田の構造の研究
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マグマの鉱床規制要素（E．T．H工aT翻OB）

　マグマによる要素，鉱床生成区の鉱床生成分布研究へのその意義

　マグマ岩系，その分類

　後転換段階のマグマ作用の岩石化学的および鉱床成因論的特徴

　地体構造中のマグマ岩系の位置

鉱床成因論的研究に際しての内因性鉱床のフォーメイション解析（P．瓢。KOHCTaHTKHOB）

　鉱石フォーメイション区分と鉱床のフォーメイション帰属性決定への鉱物組成データの利用

　鉱石フォーメイションの規準となる地質学的要素の解明

　フォーメイション解析を目的とする鉱床の比較研究法としての鉱石フォーメイション系列の研究

　鉱石フォーメイションの時代的生成順序の規則性

　鉱床の累帯配列と広域鉱床生成分布研究へのその意義

　鉱石フォーメイションの成因関係，フォーメイションを基礎とした鉱床生成区の分類

鉱床生成分布の研究に際しての数理的地質情報処理法（P．瓢．KOHCTaHT雌OB）

　鉱床に関するデータの計算法とコード化

　各種鉱床成因論要素の関係に関する概念の統計的信頼性のチェック

　鉱床成因論問題と関係ある岩石化学的・地球化学的処理への数学的方法の導入

　鉱床に関するデータの数学的処理

鉱床分布地域と各鉱床の予測的評価へのマグマ源鉱床フォーメイション解析の利用（P。瓢．KOHC－

TaHT班HOB）

まとめ

　6）　H。K・3a薩翼eB，髄。醐・ToJ耳cT甑x騒闘（1972）：「3aKoHoMepHocTH　pacHpocTpaHeHKH　HΦopM－

KpoBaHK只MHHepaJlbHblx　（HpoMbI皿班eHHblx　H，πeqe6Hblx）Ho八3eMHblx　Bo八Ha　TepPHTopHK　CCCP

（ソ連領内における鉱水の分布と生成の規則性）」，ネードラ出版所，モスクワ，278p・，図16，表124，

文献204，27×18cm（露文），UDC：553・7（47＋57）
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1．緒言

　　　ソ連の鉱水関係モノグラフの概括

　　　ソ連の鉱水研究状況

　　　諸定義・用語の概念

翌．ソ連における鉱水の広域分布規則性

　　　ソ連の主要水理地質構造

　　　　アーテシアン盆地　　摺曲水理地質区

　　　ソ連の水理地質構造の水理化学的累帯にみられる若干の特徴

　　　　地下水の地理学的累帯配列　　地下水の地質学的累帯配列　　水理化学的累帯配列と自然地理

　　　　的要素・地質学的要素との相関性　　含臭素・含沃素・含カリ地下水の分布規則性

　　　ソ連の水理地質構造の熱水条件

　　　　アーテシァン盆地　　摺曲水理地質区　　熱水累帯配列と水理化学的累帯配列

　　　アーテシアン盆地の水理力学的累帯性

　　　　水理力学と耐水体　　静水圧と固体圧力　　水理力学条件による主なアーテシァン盆地タイプ

　　　　ァーテシアン盆地の水理力学的累帯性と水理化学的累帯性

皿．塩水の形成

　　　地下塩水の鉱化と貯水体の形成

　　　塩水の化学組成の形成

　　　　Na塩水・Ca塩水・Mg塩水の形成　　Br塩水とK塩水の形成　　1塩水の形成　　ソ連にお
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　　　　ける可採鉱水の主な分布規則性

W　医療用鉱水の分類とその分布規則性

　　　医療用鉱水の分類原則

　　　医療用鉱水のタイプと群別

　　　　1群一炭酸水　　n群一窒素水　　皿群一アーテシァン盆地の鉱水　　W群一水理地質的山塊

　　　　の硫化水素水　　V群一Approvintial鉱水

　　　塩湖のタイプ

　　　　第1群　 第2群　 第3群
　　　医療用鉱水鉱床の走向・傾斜など賦存状態の規則性

　　　ソ連の医療用鉱水生成区の特徴

　　　　第1区　　第2区　　第3区

V　まとめ

　7）　B。眠恥yx懸（薯973）：「BBeAeHHe　B　MarHeTH3M　ropHHx　nopoA（岩石磁気序論）」，モスク

ワ大学出版所，モスクワ，275p・，図98，表11，文献249，21×M㎝（露文），UDC：538・7＋550・382・3

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1章強磁性体の磁化の法則

　　§L　地球磁揚　　§2・物質の磁性　　§3・反磁性　　§委・常磁性　　§5．強磁性　　§6・

　　ヴァイスの現象的強磁性論　　§7。　自発磁化の温度相関性　　§8・強磁性体の基本的性質

　　§9・分子場の性質　　§10・交換積分　　§1L　反強磁性　　§12・　フ午リ磁性　　§13・　フェ

　　ライトの分子場論　　§14・　フェリ磁性の性質，間接交換相互作用　　§15・　1とH（1－Hダィ

　　ァグラム），BとH（B－Hダイアグラム）の相関関係　　§16・強磁性体内での相互作用の種類

　　§17・結晶学的異方性　　§18・磁歪　　§19・磁弾性エネルギー　　§20・静磁エネルギーと形態

　　の異方性．表面異方性　　§2L　拡散異方性　　§22・交換異方性　　§23・磁区，磁区間界面エ

　　ネルギー　　§24・　単位磁化過程　　§25・　結晶中での界面移動　　§26・　定位超格子構造を備え

　　た物質中の界面移動　　§27・不均質体中の界面移動　　§28・再磁化過程　　§29・残留磁化

　　§30・残留磁化に対する温度・圧力の影響　　§3L　保磁力　　§32・　出発磁化率

第2章岩石磁性の物理学的基礎

　　§33・弱磁場における磁化曲線　　§34・プレイザフのダイアグラム　　§35・保磁力と粒径との

　　関係　　§36・温度による磁気ヒステリシス　　§37・磁気構造　　§38・　1磁区強磁性粒子

　　§39・小粒子集合磁化曲線　　§40・超常磁性　　§4L　1磁区粒子の集合保磁力　　§42・　1磁

　　区粒子のリラクゼーション時間　　§43・　スピン系における熱力学的モーメントの確定

第3章磁気余効
　　§44・磁気余効の数式，場を含む場合と含まな込場合の作用　　§45・　リラクゼーション時間図

　　§46・熱余効　　§47・　固体中の拡散に起因する磁気余効　　§48・拡散的余効の場合の格子間原

　　子と磁区界面の相互作用　　§49・拡散余効理論式　　§50・拡散余効の基本的性質　　§51・電

　　子拡散余効

第4章　岩石磁化の種類

　　§52・　概説　　§53・　標準磁化　　§54・　理想磁化　　§55・　静熱力学的磁化　　§56・　静熱力学

　　的磁化の性質　　§57・化学的磁化　　§58・堆積岩の磁化　　§59・岩砕・後岩砕体磁化の形成

　　機構　　§60・岩石の磁性安定度　　§61・保磁図　　§62・岩石の逆磁化　　§63・　r焼かれた」

　　岩石の古磁気　　§64・　その他の岩石磁化の種類

第5章　岩石の磁気粘性

　　§65・粘性磁化　　§66・岩石の磁気粘性の基本的性質　　§67・岩石中の磁気粘性のタイプ

　　§68・磁化率と粘性磁化の調節作用と非調節作用　　§69・Svと粘性磁化安定化速度の関係
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新着資料の紹介（資料室）

　　§7α　岩石の非平衡磁気状態

第6章　機械的応力作用下における岩石の磁性の変化

　　§7L　概説　　§72．　岩石の磁化率に対する応力の影響　　§73・圧力作用下での残留磁化の変化

第7章　磁気鉱物学

　　§唇．概説　　§75・強磁性鉱物の基本的特徴　　§76・　チタン鉄鉱一赤鉄鉱系　　§77・水酸化

　　鉄鉱物　　§78・水酸化鉄の熱転移　　§79・硫化鉄鉱物

　8）　聡。A。Baxやy腿e駐（騒973）＝「PyAHble　MHHepaJlb【H3Bep》KeHHHx　Hopo八H　Hx　3Ha阪eHHe　HpH

HeTpo汀orHuecKKx　Hcc肥双oBaH朋x（火成岩の金属鉱物とその岩石学的研究上の意義）」，ナウカ出版所

シベリア支部，ノボシビールスク，123p・，図70，表5，文献137，21×24㎝（露文），UDC：552，11／12

＋553．062／065

第1章
第2章
第3章
第4章
第5章
第6章
第7章
まとめ

　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

マグマ・メルトが珪酸塩部分と硫化物部分に分かれたことの岩石学的指標

上部マントル岩石中の硫化物鉱物と鉱石物質の問題

貫入コンプレックスと鉱床の成因的関係の指標としての金属鉱物

貫入岩・鉱体間の時代関係解明の指標としての金属鉱物

貫入岩のフォーメイション配属指標としての金属鉱物

貫入岩形成条件解明への指標としての金属鉱物の意義

後マグマ過程における金属鉱物の再編成

　9）地質省堆積鉱床研究所編（鴛73）：rreHeTHqecKHe　TKnu　MecTopo氷AeH励06砥oHHblx

Ho五e3Hblx　HcKoHaeMblx（堆積鉱床の成因的タイプ）」，ネードラ出版所，モスクワ，147p・，図35，表15，

文献97，21×姓㎝（露文），UDC：553・068

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

第1部　堆積鉱床と火山源一堆積鉱床の成因的タイプ（B．K。qa甑OBCK雌）

第2部　各種地質フォーメイションの有用鉱物

第1章
第2章
第3章
第4章
第5章
第6章
第7章
第8章
第9章

古風化殻の鉱床胚胎性と成因的特徴（K。H，Tpy6HHa）

シベリア南部カンブリァー震旦系のボーキサイト胚胎性（C。B．JleBqeHKO）

西ウラル地方一河谷の新生界のダイァモンド胚胎性（B．H．COKO涯OB）

ロシア卓状地中央部中生界含燐灰土層の海緑石（JI．14．FOP6yHOBa）

ボロネーシュ陸背斜中央部セノマン階の燐灰土鉱床胚胎性（B．H。ΦOMHHCK雌）

チマン地方古漂砂層のチタン鉱床胚胎性（E几HaAe氷6HHa）

小興安嶺ビジヤン鉄マン鉱床（K）。A。Xo八aK）

サライル地方カンブリア系中のマンガン鉱濃集体（B．n．PaXMaHOB）

サパリ鉱床のマンガン鉱石（E．瓢．Xa餌OBa）

まとめ（B．K。qa藍KOBCKH員）

　租0）　臥C．顛ocTe髄懸獅B（1973）：「Ba甑朋bcKH負oporeHe3（ノぐイカル造山運動）」，ナウカ出

版所，モスクワ，126p・，図48，表4，文献216，26×17㎝（露文），UDC：55L240；551．72

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目　　次

エニセイ山脈の地質構造概説

エニセイ山脈・タセーエボ凹地のリーフェイ上部一古生界下部層と構造

　バイカリーズ前陸盆地

47一（47）



　　　　　　　　　　　　地質調査所月報（第26巻第1号）

　　エニセイ山脈北東部

　　標準層序と現世構造面　　地質構造と層序区分の特徴　　チンガサン系とレビャジンスク累層の

　　地質時代

　　エニセイ山脈ザンガル地域南東部

　　標準層序と現世構造面　　主要層序区分の特徴　　オスリャン系陸源層・陸源一炭酸塩層の地質

　　時代　　総括

　　タセーエフ盆地

　　バイカリーズ前陸盆地系の構造的性質

　　エニセイ山脈

　エニセイ山脈北西部のボロゴボ内陸凹地と隣接複背斜体

　　標準層序と現世構造面　　主要層序区分の特徴　　ボロゴボ系・ヤルツェフ累層・クラスノウテス

　　累層の地質時代　　総括

まとめ
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